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あすなろクラブ例会
地

域

活

性

化
の

道
筋

示

す

講
師

に
小

磯

氏
(
畑
増

舶)招
く

中
小
企
業
経
営
者
b
の
異
業
種

交
流
組
織
､
経
済
研
修
団
体
釧
路

あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ

(宮
崎
博
好
会

長
)
は
12
日
､
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
釧
路
公
立
大
の
小
磯
修

二
学
長
=

写
真
=

を
講
師
に
招

き
､
例
会
を
行
っ
た
｡
小
磯
学
長

は

｢釧
路
の
人
た
ち
は
､
国
の
政

策
に
反
対
し
､
地
方
か
ら
提
案
し

て
自
前
で
公
立
大
を
作
っ
た
｡

こ

の
こ
と
は
す
ご
い
財
産
｡

き
っ
ち

り
と
国
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
成

果
に
結
び
つ
く
｣
と
､
地
域
活
性

化
の
方
向
性
を
示
し
た
｡

小

磯学長
は
1

948
年
､大

阪
市

出身｡
京
大

法学部
卒
｡72

年
に

旧道開
発
庁

入庁｡

国
土
庁

専
門

調査官
､
在

外研究
員
な
ど

と
し

て､地
域
政

策作り
に
携
わ

り
､

99年
6
月
､
釧
路
公
立
大
地

域
経
済
セ
ン
タ
ー
設
立
に
伴
い
セ

ン
タ
ー
長
､
同
大
教
授
｡
08
年
か

ら
は
学
長
｡
専
門
は
地
域
開
発
政

策
論
｡

小
磯
学
長
は

｢地
方
が
困
れ
ば

中
央
が
な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
時

代
で
は
な
い
｡
誰
も
助
け
て
く
れ

な
い
｡
自
力
で
生
き
抜
い
て
い
く

取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｣

と
､
地
方
が

置
か
れ
て
い

る
現
状
を
説

き
､
釧
路
に

つ
い

て
も

｢可
能
性
は

感
じ
て
い
る
が
､
道
筋
が
分
か
ら

な
い
状
態
｣
と
述
べ
た
｡

さ
ら
に
､
小
磯
学
長
は
､
釧
路

公
立
大
学
が
医
大
誘
致
に
失
敗

し
､
市
立
大
学
構
想
も
国
に
阻
ま

れ
た
が
､
一
部
事
務
組
合
に
よ
る

設
置
と
い
う
全
国
初
の
ケ
ー
ス
で

建
学
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
､

｢地
域
自
ら
の
信
念
で

(大

学
設
置
を
)
成
し
遂
げ
た
実
績
が

あ
る
｡
釧
路
湿
原
も
ま
っ
た
く
の

原
野
を

一
気
に
国
立
公
園
に
し

た
｡
伝
統
は
あ
る
｡
持
っ
て
い
る

も
の
を
見
つ
め
直
し
､
身
の
丈
に

合
っ
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
､
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
｣と
話
し
､

郷
土
愛
の
重
要
性
を
訴
え
た
｡

(道
永
竜
命
)
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